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研究成果の概要（和文）：本研究では、各国の研究協力者との共同によって、とりわけ18世紀啓蒙期から近代産
業化、21世紀現在に至るまでの文献（主に思想と表象）を系譜学的に辿り直し、批判的な考察を加えつつ、カタ
ストロフィの概念の規定や解釈の比較、表象の分析を行った。フランス東洋言語文化大学に長期滞在すること
で、主にヨーロッパにてセミナーと国際会議を共同で開催し、国内・海外の研究機関・研究者と学際的に連携す
ることができた。カタストロフィに関する思想と表象に関する共同研究の成果は、日本語・フランス語・英語で
多数公表され、学会発表も活発におこなわれた。

研究成果の概要（英文）：My research achievements consist to analyze the concept, interpretation, 
representation of catastrophe. I traced the history of the documents on catastrophe (especially in 
philosophy and literature) from the 18th century to the present. In order to explore the problem of 
catastrophe, I stayed for a year as a visiting professor at the National Institute of Oriental 
Languages and Civilizations in Paris and tried to collaborate more effectively with scholars or 
researchers in organizing seminars and symposiums in Europe. The research results were released in 
Japanese, French or English in many publications, at academic meetings.

研究分野： 人文学

キーワード： カタストロフィ　リスク　災厄

  １版

  12渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
カタストロフィ（破局）は、人間、自然、文明、歴史、進歩といった概念や現実の根本的な再考を促す歴史的契
機である。自然科学や社会科学の実践的な知とは異なり、人文学によるカタストロフィへの理論的アプローチの
特性は、カタストロフィにまつわる概念や言葉、修辞の分析を通じてその諸相を描き出せること、想像や虚構の
イメージを介して現実を迂回して考察しうること、生と死の狭間で宗教的な問いを論究しうることである。本研
究では、フランスを拠点として、国内外の人文学研究者らと国際的な共同研究を形成することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、科研費基盤研究 C「啓蒙期から現代に至るカタストロフィの思想と表象に関

する総合的研究」（2015～17 年度）のもとで研究を展開してきた。カタストロフィ（破局）は、
人間、自然、文明、歴史、進歩といった概念や現実の根本的な再考を促す歴史的契機である。
研究の目的は、人文学（主に思想と表象の学問分野）の文献や理論の検討、実地調査にもとづ
いて、これまで人間はいかにカタストロフィを表象し思考し解釈してきたのかを問い、カタス
トロフィと人間の関係を根本的に考察することである。 
東京電力福島第一原発事故を受けて、「フクシマ」という固有名は全世界で通用するようにな

った。それ以前から自然科学分野では原子力をめぐる国際的な共同研究がなされているが、人
文学において、これに見合うほどの国際規模の研究は展開されていない。ただ、カタストロフ
ィの研究はフランス語圏で質・量ともに群を抜いており、しかもそれらの研究が十分日本に紹
介されていない。こうした理由で、フランスにて国際共同研究を展開し、またヨーロッパ各国
との学術ネットワークを有効に活用できる点で、本研究はフランスでの研究滞在をおこなった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、カタストロフィに関する人文学的研究のさらなる国際共同展開である。各

国の研究協力者との共同によって、とりわけ 18 世紀啓蒙期から近代産業化、21 世紀現在に至
るまでの文献を系譜学的に辿り直し、批判的な考察を加えつつ、カタストロフィの概念の規定
や解釈の比較、表象の分析をおこなった。 
 具体的な研究項目は、①カタストロフィと人間の関係を理論的に解明することである。自然
科学は個々の災害の物理的原因やメカニズムを、社会科学はその社会への影響や相互関係を明
らかにする。これに対して、人文学的研究は人間がカタストロフィをいかに解釈し思考し表象
してきたのかを考察することで、人間と自然、人間と技術の在り方を根底的に問うことができ
る。②また本研究は、日本に十分に紹介されていない国内外（主に英語・仏語・独語圏）のカ
タストロフィ研究の成果を分析・整理する。③そして、先行研究の批判的検討を通じて、また
他の学問分野との学術交流によって、カタストロフィの人文学的研究に理論的・実践的な広が
りをもたせる。狭義の人文学研究の枠にとどまらず、科学的客観知を援用するために、社会科
学・自然科学との学術連携を適宜行う。日本ではほぼ未成熟なカタストロフィの人文学的研究
の視座や可能性を国際共同研究によって呈示することが最終的な目的である。 
 
３．研究の方法 
 
研究協力者と密接に研究を進めるために、2017 年 8 月〜2018 年 8 月の 1 年間、フランス・パ

リに滞在し、国立東洋言語文化大学を拠点として国際共同研究を実施した。国内・海外の研究
機関・研究者と学際的に連携しつつ、カタストロフィをめぐる人文学的研究のネットワーク形
成をおこなった。 
 
４．研究成果 
 
1）国際会議の主催 
 
フランス・パリの国立東洋言語文化大学を拠点として、数々の国際会議を主催することができ
た。国立東洋言語文化大学の日本学センターはヨーロッパでも随一の日本学拠点であり、同セ
ンターの研究者の好意的な協力もあり、日仏の共同研究の促進には最適の環境であった。 
 
・2018 年 3 月にパリのコロンビア大学で国際会議「目の前のカタストロフィ（La Catastrophe 
devant soi）」を企画し、日仏の研究者らが破局に関する発表をおこなった。カタストロフィ研
究の泰斗 Jean-Pierre Dupuy、リスク社会学者 Frederick Lemarchand 、人類学者 Yoann Moreau を
招聘して、充実した議論を交わすことができた。研究代表者は、学術発表「福島の憑在論」に
おいて、東北被災地での幽霊体験の証言から、生死の閾を表象する文学の可能性を考察した。
いとうせいこう『想像ラジオ』における死者と生者の共存のヴィジョンを、柳田国男『先祖の
話』や夢幻能の事例を参照しつつ、ジャック・デリダの憑在論とからめて研究をおこなった。
カタストロフィに直面した社会は犠牲者たちの鎮魂の試練に曝され、その文化が伝統的に育ん
できた追悼の方法が試される。生と死のあいだで喪のいかなる文化装置を想像し洗練させるか
は、人文学こそが深めることのできる問いであるだろう。 
・2017 年 11 月にブルガリア・ソフィア大学で国際会議「世界の破壊と創造」を実施した。首
都大学東京（当時）の教員らが日本をめぐる社会分析、近代文学、比較人類学などに関する研
究発表を披露した。ジョルダーノ・ブルーノの無限宇宙論とボヤン・マンチェフの世界の終焉
論の比較、古代ギリシアにおける循環的時間論（宇宙論的循環、気候的循環、政治的循環）、中



世ドイツの英雄譚『ニーベルンゲン』の世界観、社会の破局に直面した人類学者の理論と実践
の問い、３・１１以後の文学表象の批判的考察、ポストモダン思想における世界の終焉論、な
どである。研究代表者は基調講演「世界の終わりの後で」をおこない、晩年のジャック・デリ
ダがどんな「世界の終わり」の光景を思索したのかを、他者への応答、世界の自己破壊、生き
ものの共住の世界という異なる三つの場面に即して考察した。 
・2018 年 9 月、ローマ大学で「核（エネルギー）1945 年から現在までの科学的・哲学的問い」
に参加し発表した。研究代表者は、学術発表「核の表象と思想――『ゴジラ』と『シン・ゴジ
ラ』のあいだで」をおこない、二つのゴジラ映画（1954 年の『ゴジラ』と 2016 年の『シン・
ゴジラ』を比較して、核エネルギーの表象をめぐって考察をおこなった。ゴジラは人類が倒す
べき敵であると同時に、原子力兵器の犠牲者でもあるがゆえに、日本独特の怪獣表現となって
いる。第五福竜丸事故や原子力の平和利用など、核エネルギーに関する日本の重要な転換期に
ゴジラ映画は誕生し、戦争の記憶と予感、原子力の軍事利用への拒絶と平和利用への期待とい
った社会的・歴史的背景を映し出している。だが、『シン・ゴジラ』では福島原子力事故を踏ま
えて、冷温停止されて宙づりになったゴジラといかに折り合いをつけるべきかが問われる。 
・ほかにも、パリの国立東洋言語文化大学にて、2018 年 2 月にワークショップ「カタストロフ
ィの試練に曝されるデリダ」をソフィア大学の Darin Tenev を招聘しておこない、2018 年 3 月
に、阿部彩の講演会「日本の子どもの貧困」、佐藤嘉幸、田口卓臣、渡名喜庸哲とともにワーク
ショップ「脱原発の哲学」を実施した。 
・フランス以外にも、ポルトガル、スロヴァキア、カナダ、ハンガリーにて国際会議に参加し
て発表をおこなった。 
 
２）国内での学術会議 
 
海外での在外研究期間の前後には国内でも学術会議を開催した。2016 年 11 月、慶應義塾大学
にて、佐藤嘉幸・田口卓臣『脱原発の哲学』の合評会を小出裕章や岩田渉といった専門家を招
聘しておこなった。2018 年 12 月にカリム・シャハディーブを招聘して「枠組みの蘇生――現
代日本映画におけるゾンビの形象」を、1 月にヨアン・モロ「人新世におけるカタストロフィ
のドラマトゥルギー」を開催した。前者は、ゾンビ映画の歴史と表現から終末論的ヴィジョン
の可能性を考察するもので、後者はカタストロフィの語り方や効果を人新世の視座から再考す
るものである。2019 年 12 月、東京大学での合同シンポジウム「予測不能な天候」に参加し、
気候変動と人文知に関する発表をした。 
 
３）成果発表 
 
カタストロフィに関する思想と表象に関する共同研究の成果は、日本語・フランス語・英語で
多数公表され、学会発表も活発におこなわれた。また、翻訳として、ミカエル・フッセル『世
界の終わりの後で 黙示録的理性批判』（法政大学出版局）を刊行した。〈世界の終わり〉の観
念とともに生き続けるために、政治的なもの、社会的なもの、人間的なものの交差する地点に
現れる破局的主題を取り上げ、近代の諸概念を問い直す哲学的著作である。 
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